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1.　はじめに
本校は， 各学年 4 クラス （1 クラス約 35 名）




























Jun ishida1, Reiko kaNamori1, Yukiko takekawa1, and Kazumi adachi2 （1Tottori University 
Junior High School, 2Faculty of Regional Sciences, Tottori University） : Junior high school 
output activities based on the “Large Grammar” method ―― Using English as a 
communication tool.
要旨 ― 英語科では， 学習した英語を用いて実際にコミュニケーションが行えることを目標として
日常的にアウトプット活動を実践している。 具体的な活動の一つとしては， 共同研究者である鳥
取大学地域学部の足立和美が提唱する Large Grammar の手法による活動を用いて即興での
アウトプットの場面を各学年の授業に取り入れている。 本研究では， その理論と各学年での活
動事例を紹介する。 生徒一人ひとりが課題に向かって 「主体的に」 「対話的に」 「深く」 考え，
英語で他者と繋がっていくためには， どのような活動が考えられるだろうか。 「個」 の学びを深
めるために， 各学年で行ってきたやりくりを紹介する。
キーワード ― Large Grammar， チャンク， アウトプット活動
Abstract ― At Tottori University junior high school we practice output activities on a daily basis 
in our English classes with the aim of enhancing students’ ability to communicate in English. 
These activities, using the Large Grammar method proposed by one of the authors, Kazumi 
Adachi, rely on improvised output. In this paper, we introduce the theory of Large Grammar, then 
give examples of activities used in each grade. We are aiming for activities that encourage students 
to think "voluntarily", "interactively" and "deeply" about the task. We also want them to connect 
with others in English. We will introduce the attempts that we have made in each grade to deepen 
students individual learning.
Key words ― Large Grammar, chunks, output activities
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チャンク 3 +チャンク 11
＝ We should speak three languages.
チャンク 9 +チャンク 4










意味の区切り （チャンク） に分けたものに， 自
分のアイデアを足して新しい英文をつくる活動


















Have you ever played soccer?
I’ve been interested in it since I was a little.
Why don’t you go to the park to play it?
I’m glad to play with you.
生徒 B
I wanted to be a doctor.
I wanted to see pandas.
I wanted to be a vet.
I wanted to be a nurse.
生徒 C
Have you ever been to Okinawa?
Why don’t you go hopping with me?
I’ve been interested in basketball.

























A : Have you ever been to Australia?
B : No, I haven’t. I wanted to go there when I 
was a child.
A : Really? Me too. Why don’t you go there 
this weekend?
B : Good idea! We will have a good time.
（37語）
生徒 B
A : Have you ever been to New York?
B : No, I haven’t, but I’ve been interested in 
New York since I was a little.
A : I’ll visit there tomorrow. Why don’t you go 
there?
B : Really? I’d love to. （35語）
生徒 C
I’ve been interested in sushi. Sushi is Japanese 
original food. When I have a good thing, I 
usually go to sushi shop. I think sushi is the 
most delicious food in the world. Why don’t 




Why don’t you ～ ? などを用いるには物語形式
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ある。 新学習指導要領 （平成 29 年 3 月告示）
において， 小学校中学年に外国語活動， 高学
年に外国語が導入された。 平成 30年， 31年の
学習指導要領移行期を経て， 平成 32 年度から
全面実施である。 現行の学習指導要領では 5，
6 年生対象だった 「外国語 （英語） 活動」 を
3， 4 年生対象に引き下げ， 5， 6 年生では英語


















ケーションを図る資質 ･ 能力」 を育成することと
している。 これまで以上に英語 「を」 どう学ぶか















になりがちでもある。 　そこで， 本学年では， 今
後新学習指導要領のもと小学校外国語を学んだ

































年生の教科書 「Lesson 1 I am Kumi」 に相手の
いった言葉を聞き返す場面がある。 登場人物の


































































（Motivation） と正確さ （accuracy） の両立は時
にして困難を感じるときがある。 前述したとおり，
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がある。 それは今年度のテーマを QR （Quick 





当初、 生徒たちに 「聞く」 「話す」 「読む」 「書






ト （入力） とインテイク （内在化） が不可欠であ




















































人が来日の際に、 私も School Fundraiser に協
力できることとなり、 この授業の考えを得た。 ま
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They are selling chocolate because they want to 
collect money for their school.
Many children in Canada sell chocolate to 
collect money for their school.
日本ではあまり聞きなれないSchool Fundraiser
の活動に生徒は驚き、 興味を持ち、 チョコレー




Some wash cars to collect money for their 
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えて、 思い出して言う）、 トランスレーション （日
本語を英語にしながら読む） のうち最初の 3 つ
を主に全体で行う。 サイトラシートを利用した後
は、 2つ目の Reading Drill （音読ドリル） ワーク
シートに移る。
サイトラシートによる音読を 1st Step と位置づ
け、 Reading Drill に は 2nd Step, 3rd Step, 4th 






4th Step : 各課で学習した新出文法を中心に語
順を変えたものを正しい順序にしての音読。
Translation （Special Trial） :日本語訳を英語にし
ながらの音読。
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もあるため、 学習した英語にさっと反応 （Quick 
Response） し、 自分のことを英語で答える活動
を行った。 生徒があらかじめ考えた質問 （やり
くりして考えた英文 ： 文法条件 「if を使い、 も
し～ならば、 何をするか」） に、 その質問内容
を全く知らない生徒が即興で答えるインプロブ
（improvisation の略 ： 即興） 活動を行った。 一
人の生徒が、 質問が書かれたカードを袋から抜
き、 ペアの生徒に質問し、 質問された生徒は 3
秒以内に答え始めることを原則とした。
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you go to the U.S.A, what will you do? に対して
I will eat hamburgers. と答えた生徒がいた場合、
その次の生徒も If you have a lot of money, what 










この例は接続詞の特に I think （that） ～ . の
文に特化した活動である。 クラスの友達に表の
中の Question からトピックを一つ選び、 そのこと
についてどう思うかを質問し、 その意見を聞き、
記録を取る。 そしてその記録を元に Mr. XXX 
thinks that ～ . と書く練習をする。 ここまでは全
員が取り組み、 それ以降もできそうな生徒は、 1
つ自分自身がそう思う理由も because 主語 動詞
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生徒の英借文をいくつか紹介する。
look like 名詞 （～のように見える）
 
不定詞 ・名詞的用法 （～したいなど）
Mr. Tanaka wants to go to America and China. I 








My sister had a lot of homework to do in summer 
vacation. She did her homework hard. When she 
ﬁnished her homework, she looked happy.




Koyama Pond is a famous place in Tottori. It 
looks like a lake, but it is actually a very big pond. 
There are a lot of lives in the pond. To the native 
sea crabs, Kurobenkeigani, the pond is a frontier. 
However, the environmental problems of the pond 
are becoming serious.
 as 形容詞 as （～と同じくらい…だ）
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が提唱されている Small Grammar も参考にしな
がら、 今後考えていきたいと思っている。
おわりに、 思いついた考えを形にするために

























































① Large Grammar を用いたライティング指導










いたりする。 授業で行った Expansion　Activity と
Advanced Expansion Activityを紹介する。
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Advanced Expansion Activity 【応用編☆】
手順
1． 教師が選んだ 3つのチャンクに， 自分のアイ
デアを駆使して新たな物語 （会話） を書く
2． 全体でシェアリング










図 1 図 2. Advanced Expansion 活動
ワークシート例
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Grammar 活 動 の Advanced Expansion Activity
で教師が指示するチャンクの数は 3 つが基本で
ある。 今年度の取り組みでは， 指示するチャン






































スピーチの構成の仕方としては， Opening – 
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本校に赴任し， Large Grammar 活動を実践し
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英語科のやりくり例
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石田　順 ・竹川由紀子 ・金森玲子 ・足立和美
（公開授業Ⅰ） 第３学年Ｄ組 英語科学習指導案 
授業者 竹川 由紀子 
３年Ｄ組教室 
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３ 単元目標 
○ 積極的にスピーチや要約に取り組んでいる。 （コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 
○ call/make+A+B や，It～(for A)+to...に関する知識を身につけている。
（言語文化についての知識・理解） 




○ チャンクに既習の語彙を加えて，物語を書くことができる。 （表現の能力） 
４ 学習計画（全９時間）
第１時 make A B , call A B の用法の理解と表現活動 …１時間 
第２時 it… for… to… の文の用法の理解と表現活動 …１時間 
第３時 GET Part1 広島の原爆についての理解 …１時間 
第４時 USE Read 内容理解 
佐々木禎子さんの一生と原爆の子の像の由来について …１時間 
第５時 USE Read 内容理解  
平和を希求する人々の活動について …１時間 
第６時 チャンクを用いた表現活動 …２時間（本時 2/2） 
第７時 物語の要約 …１時間 
第７時 物語の要約発表 …１時間 
５ 本時の学習 
（１）本時の目標
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げることができる。 （表現の能力 やり取り） 
95
鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 50, March 1, 2019
英語科のやりくり例
Lesson 4  The Story of Sadako 【基本編☆】
チャンクを用いて、その前後に英文をつけ加えて新しい英文を作りましょう。
 使用したら□に☑を入れましょう。
設定時間は 5 分間  目標は 文 ← 自分で決めよう
□ 1. … we call A B ～ … 1. ～ A を B と呼びます～
□ 2. … make(s) me happy … 2. ～ 私をうれしくする～
□ 3. … it’s important for me to … 3. ～ 私が…することは大切である～
□ 4. … it’s easy for me to … 4. ～ 私が…することは簡単である～






達人レベル １０文以上 sentences 
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（ ）（ ）（ ）
英文を読んで感想を伝える
Ex)  I think this story is the best of all. (Please draw ◎ on the story. ) 
Because 
Your friend; 
□ 1. … we call A B ～ … 1. ～ A を B と呼びます～
□ 2. … make(s) me happy … 2. ～ 私をうれしくする～
□ 3. … it’s important for me to … 3. ～ 私が…することは大切である～
□ 4. … it’s easy for me to … 4. ～ 私が…することは簡単である～
□ 5. … If you (make) a thousand … 5. ～ 1,000 の○○を作ったら～
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Time Shock 時関内ゅヰズめべどはカ益語オ話ぷだ
1 □□□ らひ��ぱむ Nice to meet you.
2 □□□ ぜやべらヂ【パ�ΒΓズ出身めびづ〜 Are you from Australia?
3 □□□ �べょ〜 See you.
4 □□□ ねイら可めびづ〜 What is this?
5 □□□ ぷイらもむ�古ぞめび〜 It is very old.
6 □□□ ぷイらつ�ぱゥぞめびょ〜 It is interesting.
7 □□□ 彼女ら剣道て得維めび〜 She is good at kendo.
8 □□□ 益語ら月曜日ゅぜア�び〜 English is on Monday.
9 □□□ 今可時めびづ〜 What time is it now?
10 □□□ 8時めび〜 It’s eight o’clock.
11 □□□ 私らッユΜゅヲ【Δオ持ぽむぞ�び〜 I have a ball in my bag.
12 □□□ 私らネホッ【てもむ�好でめび〜 I like soccer very much.
13 □□□ 私らネホッ【オ毎日額校めぱ�び〜 I play soccer at school every day.
14 □□□ ぜやべら伽掛て好でめびづ〜 Do you like music?
15 □□□ ぜやべら手ゅ可オ持ぽむぞ�びづ〜 What do you have in your hand?
16 □□□ 私ら日本食てもむ�好でめび〜 I like Japanese food very much.
17 □□□ ぜやべらゃよ™だや食ん物て好でめびづ〜 What food do you like?
18 □□□ 私ら時」架族ゅべ�ゅ料理オぱ�び〜 I sometimes cook for my family.
19 □□□ �ゼΕらゃねゅぜア�びづ〜 Where is the restroom?
20 □□□ 私らつゅとアオ4ま持ぽむぞ�び〜 I have four rice balls.
101
鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 50, March 1, 2019
英語科のやりくり例
